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「第８回おかやま協働のまちづくり賞」、大賞・入賞の取組の決定について審議します。今回の

募集テーマは「災害に強いまちづくり～誰も取り残されないやさしい地域を目指して～」。１０の

団体からご応募をいただきました。 

 

１ 日 時  

令和５年１０月２０日（金）１４時～１６時 

 

２ 場 所 

岡山市勤労者福祉センター（北区春日町） 

  

３ 内 容 

「おかやま協働のまちづくり賞」は、「岡山市協働のまちづくり条例」に基づき、豊かで活力ある   

持続可能な社会の実現のため、住民自治組織・NPO・企業・学校・行政など、多様な主体の協働

による、優れた地域の社会課題解決の取組に贈られます。 

岡山市協働推進委員会において、大賞・入賞の取組の決定について審議します。 

    

４ その他 

 応募取組一覧・委員名簿は、別添にてご確認ください。 

 

 

 

 

  

 

 

令和５年度 第２回岡山市協働推進委員会を 

開催します 

【問い合わせ先】                  

岡山市 市民協働企画総務課 中島・大逸  直通086-803-1061 内線3275、3273 

 

 

 



代表団体

1 誰もが安心して住み続けることができるまちづくり 千種学区防災会

2 大規模災害に備える安心安全な二藤づくり 第二藤田学区大規模災害対策委員会

3 岡山市立公民館における「防災マップづくり支援」
公益社団法人日本技術士会

中国本部 岡山県支部

4
地域連携で防災力アップ

～顔の見えるコミュニティが安心・安全の街をつくる～
出石地区自主防災会連合会

5 地域と日常的に防災を考える「 1 キロ防災 」 一般社団法人 TOCOL

6 岡輝災害時要配慮者避難シミュレーションプロジェクト 岡輝ケアカフェ

7 親子で楽しく学防災！上道防災マルシェ 社会福祉法人 第２まこと会

8 いちのみや若者防災ボランティアネットワーク 岡山県立岡山一宮高等学校

9
災害を見据えた繋がり作り

『乳幼児から高齢者まで取り残されない地域へ』
旭竜学区安全・安心ネットワーク

10
ひなんピング　～医療的ケアが必要な子どもとその家族のため

の避難支援ネットワーク～

特定非営利活動法人

輝くママ支援ネットワーク  ぱらママ

第8回おかやま協働のまちづくり賞応募取組一覧

テーマ「災害に強いまちづくり～誰も取り残されないやさしい地域を目指して～」

取組の名称



1
住民自治組織に

属する者
町内会 岡山市連合町内会 理事 小野　大作

2 外国人 学校法人アジアの風 岡山外語学院 理事長 片山　浩子

3 NPO法人 ＮＰＯ法人岡山市子どもセンター 代表理事 美咲　美佐子

4 地域福祉団体
社会福祉法人

岡山市社会福祉協議会
課長 松原　智一

5 経済団体 岡山商工会議所 事業推進部次長 山形　章弘

6
ESD活動に取

り組む企業
公益社団法人　岡山東法人会 副会長 福島　正春

7 報道機関 株式会社　山陽新聞社 論説委員 影山　美幸

8 金融機関
株式会社

日本政策金融公庫岡山支店
国民生活事業統括 岩石　大作

9 大学 ノートルダム清心女子大学 教授 深谷　信介

10 学校 岡山市立吉備中学校 校長 前田　敦子

11 大学生 岡山大学 学生 梶本　夏未

12 行政 市民協働局 局長 田中　哲也

13 公民館 公民館振興室 副主査 塩瀬　香織

14 公募 田中　真厘恵

岡山市協働推進委員会委員（令和5年4月１日現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　任期：令和4年７月１日～令和6年６月３０日

№
条例上の

委員構成
分　野 所属団体等 肩　書 氏名

NPO法人その他

の市民活動団体

に属する者

事業者

学校関係者

その他市長が適

当と認める者


